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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
2007年度の全麻下で行われた検査等を含めた手術件数は273件で，例年平均の345件を大きく下回る結果となりました。性別では男児161例，女児112例で，年齢分布は，新生児9例，乳児44例，幼児107例，学童91例，16歳以上が20例でした。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
外鼠径ヘルニアは59例まで減少していました。停留精巣は19例，臍ヘルニアは2例で大きな変化ありません。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
胆道拡張症は，2例認め、共に拡張胆管切除、肝管空腸吻合術が行われました。
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